
位各

平成 28年 3月

「公益財団法人 明治安田クオリティオブライフ文化財団」

平成28年度

地域の伝統文化分野 助成対象先を決定

公益財団法人 明治安田クオリティオブライフ文化財団  (1991年 6月設立・

理事長大島雄次)では、地域の伝統文化 (民俗芸能および民俗技術)の継承、特に後

継者の育成を支援するため、昨年 11月から平成28年度『地域の伝統文化保存維持

費用助成』制度の助成対象候補者を公募してまいりました。このたび応募 140件の

選考を終えて43件の助成対象者を決定し、助成金目録の贈呈を行うこととなりまし

たので、ここにお知らせいたします。

なお、本年度の決定を含めた本制度による助成件数の累計は、当財団設立以来

1,094件になります。

【お問い合わせ先】

公益財団法人明治安田クオリティオブライフ文化財団
〒 160-0023
東京都新宿区西新宿 1-9-1

明治安田生命新宿ビル 2階

TEL.03-3349-6194
FAX.03-3345-6388



記

1_公 真ナ渋 ル公墓期 FE5

都道府県の教育委員会または知事部局の担当課を推薦窓口とする要推薦制度

の公募を、平成27年 11月から平成28年 1月 29日 まで行い、 140件の
申込を受付けた。

2.助成対象

(1)地域の民俗芸能 (民俗行事・民俗音楽を含む)の継承、特に後継者育成のため

の助成。

(2)地域の民俗技術 (伝統的製作技術・衣食住に関わる生活技術・伝統工芸を含む)
の継承、特に後継者育成のための助成。

｀

3.助成対象者の決定

選考委員会における選考審査 (2月 18日 )を経た後、理事会の承認を得て決定。

【伝統文化分野選考委員】(敬称略)

委員長  岩 井 宏 賞   帝塚山大学名誉教授
委 員  天 野  武    儀礼文化学会名誉会員
〃   小 島 美 子   国立歴史民俗博物館名誉教授
〃   田 中 宣 一   成城大学名誉教授
〃   田 村 善次郎   武蔵野美術大学名誉教授
〃   西角井 正 大   国立劇場おきなわ運営財団理事
〃   星 野  紘    独立行政法人日本芸術文化振興会

プログラムディレクター

〃   渡 辺 行 信   当財団評議員
4.助成決定件数・助成金額

(1)平成 28年度 部門区分別 助成決定件数・金額

書椰  Fヨ 申込件数 決定件数 助成金額

民俗芸能 137件 41件 1,800万 円

民俗技術 3件 2件 50万 円

合 計 140件 43件 1, 850万 円

(注)都道府県別の助成対象および金額等は、 3頁～ 7頁 (民俗芸能の部および

民俗技術の部)をご参照願います。
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(2)[ご参考 ]助成件数・金額の推移 (金額単位 :万円)

年度

(平成)

民俗芸能 民俗 皮術 合 計
助成件数 助成金額 助成件数 助成金額 助成件数 助成金額

3年

4年
´

5年

6年

7年

8年

9年

10年

H年
12年

13年

14年

15年

16年

17年

18年

19年

20年

21年

22年

23年

24年

25年

26年

27年

28年

24

29

30

34

38

41

41

43

44

43

42

38

33

31

37

35

37

39

38

39

41

48

40

41

40

41

1,717

1,960

1,958

2,060

2,310

2,550

2,670

2,800

2,845

2,740

2,740

2,590

1,590

1,525

1,650

1,666

1,780

1,810

1,740

1,735

1,814

2,122

1,775

1,802

1,746

1,800

5

5

5

6

5

6

6

4

4

6

8

10

2

5

0

2

2

1

4

3

1

6

2

3

4

2

229

190

200

240

190

250

230

140

155

260

260

410

60

125

0

80

70

40

110

115

36

185

75

98

104

50

29

34

35

40

43

47

47

47

48

49

50

48

35

36

37

37

39

40

42

42

42

54

42

44

44

43

1,946

2,150

2,158

2,300

2,500

2,800

2,900

2,940

3,000

3,000

3,000

3,000

1,650

1,650

1,650

1,746

1,850

1,850

1,850

1,850

1,850

2,307

1,850

1,900

1,850

1,850

合計 987 53,495 107 3,902 1,094 57,397

5。 助成金目録の贈呈

助成対象者の所在する最寄の明治安田生命支社において贈呈式をおこなう予定。
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1.民俗芸能の部 (民俗行事。民俗音楽を含む)

(敬称略)

41件 1,800万円

地域

フリガナ
助成額
(万円)

活動の概要
申込団体または個人

助成目的

|ヒ海道 スッツマツマエカク
゛
ラホソ
゛
ンカイ

50

LI宝 2年(1674)松前城内で舞つたのがEll始。代々13社家が世襲。大正期
以降、寿都神社夏祭で23座の演舞を含む33事の舞楽の中から数々の神
楽舞と寿都独自の「ヤッサ」を奉納。S24年保存会設立。

寿都松前神楽保存会

松前神楽 隋品購入費の一部として

言森県 イリ″
｀
チヤイスンカ/

50

r■戸木期君手県_戸、明清期~月のHlp匠から体破。I Lu伏甲架」で相子・
降に独自性を持つ。長窪稲荷の春秋例大祭での祈祷を第一に活動。元
旦に門打ちし五穀豊穣。家内安全祈願を行い、4日 に「幕納め」を行う。

入口青年会

山伏神楽。東通村の獅子舞 道具。衣装購入費の一部として

言森県 bヤヤリコオト
゛
リホソ
゛
ンカイ

30

耕田開発にJK這された潜士の思僕が即興の奴踊りで慰めたと殿人坊が開
墾成就祈祷の為勧進したとの両説ある。動きが20余りの部分に分かれ、中
腰を基本に激しく速いので長時間踊ることが難しい。日本の北限に現存す
ス書青,ぉ口結隔

嘉瀬奴踊り保存会

嘉瀬奴踊 夜装購入費の一部として

岩手県 イタサ
゛
ワシシオト
ヾ
リホソ
゛
ンカイ

50

遍
jJIH掛川から伝わつた板沢しし踊り。弘化3年(1846)活侯屋致での披露記
録がある。S52年保存会結成、市内13団体で中心的役割を担う。菩提寺ヘ
の奉納、地元の幼・小。中校への出前指導や地区の祭礼で披露。

板沢しし踊り保存会

板沢 しし踊 り しし頭の幕補修費の一部として

自城県 7カヤカタ
゛
ラホソ
゛
ンカイ

50

MZb午男~関巾刀`り仏不し碕 1可伸宋乞刷玲。bZb午休仔貸改正し況仕名
称に変更。地区神社祭礼を始め、県市の神楽大会、自主公演等々で幅広
く舞う。昨年は42回公演を行つた。過去に33回優勝の実績がある。

赤谷神楽保存会

南部神楽 伸楽用具購入。修理費の一部として

伏田県 Fョウカイサンコタ
゛
キフ
゛
力
゛
クホソ
゛
ンカイ

50

鳥褥山麓の小滝集落に伝わる二人立一頭の荷祷獅子舞。延宝8年(1680)
製の陰陽二つの獅子頭(御宝頭)を継承。刀を採り荘厳・厳粛に舞う数少な
い雄獅子の舞。国指定小滝のカウクライロ舞は、同保存会の別部門。

鳥海山小滝舞楽保存会

御宝頭の舞 爽装・栗器類整備質の一部として

山形県 ヤョカワシシカタ
゛
ラシ
゛
ッコウフ
゛
カイ

50

稗染は頭と尾に一人ずつ入る二人立ちで舞い、途甲lくわかせるものЙ 噛
ませる。獅子踊は一人立ちの獅子五頭が剣持ちを先頭にささらと唄に合わ
せ踊る。8月 の御諸皇子神社例祭では神輿渡御行列に供奉している。

清川獅子神楽実行部会

清川獅子舞。神楽舞 諄栄顕・驀・袴購入費の一部として

冨島県 }オタカ
゛
ワウ,リカウタ永ンフ

゛
ツオト
゛
リホツ
゛
L

70

かつて県内外に3千人近くいた念仏踊継水者は今では30人に激減した。
その中で梅若伝説を題材とする当歌念仏踊は、H21年再興。浄瑠璃・歌
舞伎の狂言を取入れ供養念仏から語り物まで多彩な演目を持つ。

太田川梅若歌念仏踊保存
ヘ
バ

太田川梅若歌念仏踊 衣装。道具購入費として

冨島県 )メタ
゛
サンヒ
゛
キシシマイホソ

゛
ンカイ

50

処玉6午 lヽb rbttu殖の鵡球刀ヽめる押十舞。~時甲断、昭和初期復摘琢米
絶えず継承。宵祭に高行燈に五穀豊穣。家内安全・無病息災と掲げ、笛・
太鼓と共に観音堂に向かう。講中世話人が廻り番で祭を運営する。

海田三匹獅子舞保存会

梅田三匹獅子舞 用具整備・装東新調費の一部として

栃木県 冊 ワシシマイホソ
゛
ンカノ

15

元不口2年(1616)豊 臣の落人が伝えた畳作祈願の獅子舞。那須温泉神社秋
祭に奉納。竜頭型 1人立ちで腰の大鼓を打ちながら舞うモモカ・流。「若居衆
規定」により厳格に管理伝承されてきた。40戸を2班で交代で行う。

大沢獅子舞保存会

大沢獅子舞 llT子太鼓・反物修理、獅子太鼓胴巻購入費として

洋馬県 トキ
゛
ノミヤタ
゛
イタ
゛
イカク
゛
ラホソ
゛
ンカイ

50

文化2年(1805,以前から咲前神位春秋祭に奉納。S50年復魯した。舞は12
堅。神楽は豊作・養蚕を願つて執行する内容で地域独自の発展を遂げた
部分は興味深い。江戸期制作と推定される19点の面が現存する。

鷺宮太々神楽保存会

鷺宮太々神楽 神楽面修理費の一部として
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地域

フリガナ
助成額
(万円)

活動の概要
甲込 回杯 ま た は個 人

伝 董 行 募・ 葉 能・格 術 の ダ 称 助成目的

奇玉県 アオウタ
゛
ハヤシカイ

50

赳源不明だが人坂神社員祭でS51年から目前屋台を製作し参カロ。小太鼓
。大太鼓・鉦・笛の演奏で獅子・狐。岡目・ヒョットコが舞う木下流の祭囃子。川
越や東松山にも同じ流派がある。

粟生田囃子会

山王新囃子木下流祭囃子 道具購入費の一部として

噺玉県 アラタハヤシホソ
゛
ンカイ

40

lI戸禾期EIJ始とされる伸田はヤし隠販流の祭囃子。人坂伸位員従 1月・
3月 の龍円寺千手観世音祭に奉納。笛。大太鼓・小太鼓・鉦・踊で構成し
今も9曲を保持。市内最古の囃子で昔の姿そのものを伝承。

新久はやし保存会

新久ばや し 師子頭本体塗替・反物交換費として

千葉県 イエノコシシレンキョウト
゛
ケ
゛
イノウホソ
゛
ンカイ

20

江戸甲期EIJ始とされる伊勢系神栄。年5回の行事に、地区内の氏神様。道
祖神・寺で獅子舞を奉納。10月 の本祭には各戸を回り悪魔祓を行う。S35
年保存会設立。勇壮活発な「四足」の獅子舞等の演目を抜露。

家之子獅子連郷土芸能保
存会

大宮山神楽 遭具購入費の一部としヨ

東京都 [リヤマハヤシホソ
゛
ンカノ

30

M15年唄、亘松流祭囃子の膚U始看から石者たちが直接捐導を受けたのが
起源。戦前。戦後2度の休上を経てS51年に活動再開。森山神社春祭奉納
や秋祭で御神輿と一緒に巡行する等お祭り気分を盛り上げている。

森山はやし保存会

森山・重松流祭囃子 雅子道具購入費の一部として

神奈りII

県

タムラハ
゛
ヤシホソ
゛
ンカイ

50

鎌倉鶏 J始の祭囃子。YI戸期以降八坂伸位祭興を甲心に継水。7出が笛
のリードで変化する2曲ずつの組曲形式で繰返し軽快なリス

゛
ムを奏でる。優

雅な笛の調べと重厚な大太鼓の響きが特徴。市内外の行事等で披露。
田村ばやし保存会

田村ばやし 廂品修理・購入費の一部として

析潟県 ホカ
゛
ワレンチュウ

45

甲ノロ川の船頭衆が三条雨井戸場から習つたとされ、嘉永年間(1848～53
)に現在の形になった。6月 の新飯田祭では行列の先頭で、大人の若衆の
神楽舞や天狗舞に加え、小中生による6種類の手踊りを披露。

小川連中

新飯田御神楽 衣装購入費の一部として

菖山県 イリセハタサンマチヒキヤマアイコウカイ

50

寛政4年は792,大火後の災′巳防止有跛のあんどん山軍見きが起源。5月
17,18日 の岩瀬諏訪神社祭で13基が囃子。木遣りの音頭に合わせ巡行す
る。山車本体上に「たてもん」飾りを取付けて勇壮に曳き回すのが特徴。

岩瀬白山町曳山愛好会

岩瀬曳山祭り 雅子演奏道具購入費の一部として

鴨井県 ヒヨシセイネンカイ

60

江戸甲期月u始とされ四津地区の3位の氏子が含同で行つ祭。隔年の5月 の
2日 間に神輿6基と大太鼓2台が笛・鐘・露払いと共に巡行し、氏子の家々
を回る。当会は大太鼓を担当。市のイベントにも参加している。

日吉青年会

西津祭 り 長胴太鼓皮張替費の一部として

民野県 しケ
゛
ヤマク

50

赳源不明だが諏訪大位系の御射山神位Jll祭に五穀豊穣・患魔祓い。地
区の安寧を祈願し奉納する太神楽。五分一流を継承する近隣の7集落に
は、当集落から指導者が出向いている。

影山区

五分一流太神楽 伸楽獅子購入費の一部として

愛知県 力ヽ■ンシ
゛
ツシ .゙●ホウノウカ

゛
〕
゛
カヮ
゛
■カホリ

45

味美日出碑餡 Lで行つ玉暦6年t1756源U始の渡御行夕U。 不殿で伸栄奉
納・巫女舞を継承。行列は地区11町内が順番に祭元を務める。市のハニワ
祭でも神楽演奏と巫女舞を披露。

白山神社奉納雅楽舞踊保
存会

神楽と巫女舞 巫女衣装・遭具一式新調費の一部として

二重県 コ
゛
ンホ
゛
マツリホソ
゛
ンカイ

17

慶長3年(1598)の暮目祭起源。当屋で御神体である藁で大きな女根と杉の
木で大きな男根を作り、巡行し神社の祭場に祀る。弓神事。ボラを手で触
れずおろすまな板神事が古式通り続く。ホ

゛
ラと共に牛芳が供されるのが名

∩凸立

牛萎祭保存会

牛芳祭 装東購入費として

弦賀県 b永イハラタイコオト
゛
リホソ
゛
ンカイ

40

鎌倉時代が起源の向乞い有願踊り。近年は八幡伸位の春祭に4年に一度
奉納。太鼓・鉦などの中踊り、踊り子20～ 30名の側踊りと音頭がつく。太鼓
は胸の前で背中に丸帯を垂らしたセタ、短冊を飾つた笹竹を背負う。

金居原太鼓踊り保存会

金居原の太鼓踊 り 締太鼓購入費の一部として
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地域

フリガナ
助成額
(万円)

活動の概要
甲込団体 または個人

助成目的

京都府 フクチヤマシフ
゛
ッショウシ
゛
シ
゛
チカイ

50

月暦4午t1658,早魃時の向乞い奉翻かEIJ始。人朔に元伊勢3位と地区肉
の氏神を笛・太鼓のお囃子に合わせ大鳥毛を振回し練り込みする。現在
|ま9月 第1日曜日に行う。戦後一時衰微したが、復活。

福知山市佛性寺自治会

元伊勢三社の人朔祭礼 祭ネL用具新調・修理費の一部として

兵庫県 ケマノシ
゛
ツシ
゛
ンシ
゛
●ウマノホリ

゛
ン〕ノ

50

赤一色の衣装に鼻高面と鳥兄をかぶり大きな鉾を持つ天狗の舞。前半は
鉾を持つ舞、後半は素手で急拍子の舞で斎場を清める。熊野神社秋季例
大祭で奉納。神輿渡御の際は先導を務め道中を清める。

熊野神社浄舞保存会

浄舞 天狗衣装・鳥兜購入費の一部として

奈良県 リュウク
゛
チシシマイホソ

゛
ンカイ

40

日山神位祭不Lに奉納される7陀地方の代表的二人立ち獅子舞。優雅に
舞う「四方」「御参」、刀を手にして勇壮に舞う「悪魔」、天狗とのアクロノヾット的に
舞う「天狗」、剰軽者とのユーモアたっぶりに舞う「獅子踊り」の5神楽がある。

龍口獅子舞保存会

龍口獅子舞 太鼓購入 。獅子頭修理費の下部として

F「歌山
県

フヽ
゛
ハチマンシ
゛
ンシ
゛
ャ「オカシラホソ

゛
ンカイl

38

見収年間t1789～ 1800り 層U始ともされ上生八謄伸位秋祭に不納。漿子は
用いず雌雄2人の鬼が持つササラと鉾に付いた鈴の気配で踊る古形を継承
,雌雄が合体した双頭獅子が特徴。6地区の氏子が輪番で奉納する。

土生八幡神社「お頭保存
会』

土生人幡神社 「お頭神事」 師子舞油単購入費として

鳥取県 オオワサミノミコトシ
゛
ンシ
゛
ャシシマイホソ

゛
ンカイ

14

/E戸初期に初代潜主が因幡東照冨倒 した際に祭ネLの要能としてEIJ設。
大和佐美命神社例祭に奉納。他の神社と違うのは、雌雄の獅子があり、舞
υ域お異なることと本舞の前に雌獅子は真剣を使つた貪1の舞がある。

大和佐美命神社獅子舞保
存会

麒麟獅子舞 太鼓皮・胴修理費として

島根県 ノイシタ
゛
ニテ
゛
ントウケ
゛
イノウホソ
゛
ンカイ

45

匠肥習記を源流とする碑果で明治初午(1868)に石志が見習い帰つたのが
起源。S60年代に後継者難等で一時中断、平成15年に再興。「七座」と「能
舞」の二部構成で上の香り豊かな方言表現、力強い独特の舞が特徴。

野石谷伝統芸能保存会

当雲神楽奉納・伝承技術保有 人戸」衣装・面購入費の一部として

太島県 ンモイタキコミュニティー

50

堕屋が田植休みに地区の人を招待して行なつたもので平安期から昭和の
初めまで伝承。S61に保存会が発足し復活、現在コミュニティーが引継いでいる
)3頭の飾り牛、絣衣裳の30名近い早乙女、囃し方で田植えが描かれる。

下板木コミュニティー

信原田楽大花田植 人鼓バチ・苗籠購入費の一部として

山口県 ムツミカタ
゛
ラホソ
゛
ンカイ

50

Ⅵ37午島根県澤本口野町から石見神桑硝 い受けたのが始まり。一時途粕
えたがS51年に再興、人調子で15演 目を伝承。石見神楽分布の周縁にあつ
て祖形を良くとどめ、地元神社秋季大祭奉納、施設慰問参加等実施。

むつみ神楽保存会

むつみ神楽 旺顕・蛇胴購入質の一部として

應島県 ヒカ
゛
シツシ
゛
コ
゛
ウシシマイホ
゛
タンレンホソ
゛
ンカ

21

19世紀甲唄、燕柄思災、上段豊穣を願い始められた。約40年前に体止状
態となつていたがH25年に復活。雄、雌2頭で子孫繁栄を表す「見合い」、互
いの勢力を試す「さつさ」、雌雄並んで転げる「和合」の3種類を舞う。

東辻郷獅子舞牡丹連保存
△

=
東辻郷獅子舞 太鼓反張替費として

高知県 ヒタ
゛
カムラタチオト

゛
リホソ
゛
ンカイ

50

景暦3年(1329,城 王か武連長久を有願し奉納したのが起源で10月 の秋祭
りで奉納。12演 目あり各々歌詞が異なる。黒紋付き、縦縞袴、手甲脚絆、草
軽、自鉢巻で2列横隊で太刀とシデを手にした者が相対して踊る。

日高村太刀踊保存会

沖名の花採太刀踊 夜装。模擬刀購入費の一部として

高岡県 モトオカキ
｀
オンハ
｀
ヤシホソ
｀
ンカイ

40
麟F雛瑞纂鷲斃馨剛匙端凛蠍

『

鱚鑢鐵 韮
上演。笛は自作で穴の一つに竹の薄紙を貼付するのが独特。

元岡祗園ばやし保存会

元岡祗園ばやし 平太鼓張替費の一部として

左賀県 ヤノフリュウホソ
゛
ンカイ

50

三暦牛間t1751～ 63,に武雄邑王か江戸参肘の際に岡崎で踊られていた
風流を伝えた山内浮立の一つで中央に太鼓を設置し周囲に囃子方が座
る。黒髪山の大蛇退治伝説を劇調にした演 目「蛇浮立」が有名。

宮野浮立保存会

宮野の浮立 爽装・道具購入費の一部として
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地域

フリガナ 活動の概要
申込団体または個人 切成観

(万円) 助成目的

民崎県 ヨコオタ
゛
ンシ
゛
リホソ
゛
ンカイ

70

洋工を伴つたんじり,ま豊作研服ヤ田乞いで明治初期からあつたかS30唄途
絶え、H9年に復活。大太鼓の踊りながらの反し打ち、銭太鼓のあでやかな
踊り、山車の引回しが特徴。横尾祭りや長崎郷土芸能大会等に出演。

横尾だんじり保存会

だんじり 太太鼓購入費の一部として

無本県 ヒカ
゛
シカタク
゛
ミタイコオト
゛
リホソ
゛
ンカイ

30

本年 日本遺産に据疋された1相艮700年が生んだ保守と進取の文化～ 日
本でもつともゆたかな隠れ里一人吉球磨～」の主な構成文化財である臼太
鼓踊りの中で最も勇壮に舞う。豊年祭と十五夜踊りが結びつき成立。

東方組太鼓踊り保存会

東方組太鼓踊 り 太鼓修理・鉦購入費の一部として

大分県 かカクラカタ
゛
ラホソ
゛
ンカイ

50

明治引午t1868,豊後大野の大山神栄から伝慢された雨肉で稀少な浅草
流神楽。岡倉地区の長男のみで伝承したが、S50年保存会結成、参加を
旧野津原町全域に、その後大分市全域に拡大。33演目保有し17演 目を
を1゛ス

岡倉神楽保存会

岡倉神楽 衣装購入費の一部として

菖崎県 サカタニチタムラオコシスイシンキョウキ
゛
カイ

50

a即子舞の起源は/1N明であるか、百くから地区肉の神位を甲心に上穀豊穣、
無病息災を願い奉納され、11月 の例祭では各集落を終日巡り、元旦には
希望世帯に出向き披露。協議会は後継者育成等の面で支援。

酒谷地区むらおこし推進
協議会

獅子舞 師子頭購入費の一部として

琵児島
県

ンケ
゛
ヒサシンシ
゛
カミマイホソ
゛
ンカイ

40

田の伸舞は止上伸位の3月 の御田種祭で披露、田の神の画をつけ面自お
いしく舞う。薙刀舞。剣舞は7月 の御神幸祭の先払いとして舞う。田の神舞は
能の形態を備え、薙刀舞は修験道の業を表現、剣舞は真剣を使用。

重久神事神舞保存会

田の神舞、薙刀舞、剣舞 爽装・道具購入費の一部として

沖縄県 卜千]ヤシシマノホ
゛
ウシ
゛

"ツ
ホソ
゛
ン〕ノ

50

1828年首里王府より獅子頭を拝領したのが起源。旧暦人月十五夜の豊年
祭で無病息災・五穀豊穣を祈願。獅子頭は大戦で消失したが型は継承。
獅子頭は1969年に再製作。獅子舞は4種類あり他では例を見ない。

友寄獅子舞棒術保存会

友寄の獅子舞、棒術 獅子 1珍橋 賀 の一 樹5としス
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2.民俗技術の部 (伝統的製作技術0衣食住に関わる生活技術・伝統工芸を含む)2件 50万円

地域

フリガナ
助成額
(万円)

活動の概要

甲込 団体 また は個 人
助成目的

屁俗 支 イに財 の 名 称

愛媛県

PヽOホウシ
゛
ンヒメタ
゛
ルマフ・ロシ
゛
ェクト

10

伸功呈后の道後温泉釆湯故事を元に江戸期に郷土玩具として生産される
)主に安産祈願、家内円満の縁起物で明治期以降、女性達の内職として
定着。高齢の県指定伝統工芸±1人が現役で姫だるま教室等で指導中。NPO法人姫だるまプロ

ジェクト

姫だるまの製作技術 材料購入費として

沖縄県

ナキハラカツユウシ

40

守林から殊つた糸と租物梁科を使つ(績り上げに八皇四体机の紋物。郷
球王府(1637～ 1902)時代の人頭税制下で税の対象とされた。S48年新垣
幸子氏が当時の括り染めによる上布を織り始め、その後、復元事業により技
止喘ミ佑浮

崎原 克友 氏

人重山上布織物技術
道具購入費の一部として
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